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トピックス 

 2024年３月３日～９日に、

ASEAN防災人道支援調整センター

（AHA セ ン タ ー）が 実 施 す る

ASEAN幹部向け緊急対応防災リー

ダーシップ事業（ACE－LEDMP）

のミドルレベルを対象とした日

本研修を実施しました。ACE-

LEDMPは１か月のオンラインプロ

グラム、インドネシアでの１か

月の実地研修、日本での１週間

の研修を通して、ASEANの防災の

取組みをリードする人材を育成

するプログラムです。日本研修

には５年以上の防災担当部署での勤務経験のあるASEAN９カ国の幹部職員

20名と、AHAセンターからの職員４名が参加しました。 

 内閣府、兵庫県、墨田区、国際復興支援プラットフォーム (IRP)、アジ

ア防災センター（ADRC）などから講義を受けるとともに、越谷レイクタウ

ン、人と防災未来センターなどを視察し、日本の防災政策についての理解

を深めました。  

 また、研修の最後には、学んだことをもとに、今後のASEAN地域のさら

なる防災対策の推進について検討を行いました。参加者は、インドネシア

に戻り、さらに研修を続け、これらの経験をもとに検討を続けたとのこと

です。 
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人と防災未来センター前での集合写真 

●国際会議への参加 

第17回APEC防災担当高級実務者会合への参加 

 2024年のホストエコノミーであるペルーは今年、一連のAPEC高級実務者

会合（SOM）を開催しています。第２回高級実務者会合（SOM2）の開催期間

中の2024年５月13日、防災作業部会（EPWG）は、ペルー・リマにあるセ

ロ・ジュリ・コンベンション・センターにおいて第17回APEC防災担当高級

防災実務者会合（SDMOF-17）を開催しました。本会合は、「持続可能な成

長と健全な開発のための緊急事態への備えと包括的かつコミュニティアプ

ローチ」というテーマで開催されました。 

 2020年から2023年までEPWGの共同議長を務めたADRCの鈴木弘二プロジェ

クト・ディレクターが日本代表団の団長を務め、SDMOFのセッションのひと

つで「AI技術を活用した意思決定支援システムのための官民パートナー

シップ」プロジェクトを紹介しました。この共同プロジェクトは、衛星
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ビッグデータと空間人工知能（AI）を活用し、災害

リスク軽減・管理に関する意思決定プロセスをモデ

ル化するものです。鈴木氏は特に、１）リモートセ

ンシング技術、AIデータ解析科学、デジタル・ツイ

ンニングなどの科学的イノベーションの応用におけ

る社会的要因の統合、２）科学的事実に基づく意思

決定のための判断基準のモデル化、官民連携による

テスト結果の検証、３）ビッグデータ解析と研究予

測に基づく被害状況のリアルタイム把握、といった

プロジェクトの特徴について説明を行いました。 

 SDMOFの参加者は、意思決定のための情報システム

の相互運用性に焦点を当て、対応力を向上させるた

めの官民連携による協力の重要性について見識を深めることができました。本プロジェクトは千

葉大学環境リモートセンシング研究センターを主幹機関として、ADRC、宇宙航空研究開発機構

（JAXA）、名古屋工業大学（NITech）、オリエンタルコンサルタントグローバル（OCG）、株式会

社ウェザーニューズ、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社が参画している他、イタリアの宇

宙機関であるイタリア航空宇宙研究センター（CIRA）とも提携して実施される予定です。  

高磯守 管理部長 

続き 

 2024年４月１日付で兵庫県から派遣されました高磯 

守と申します。前職は、兵庫県内の中小製造業の技術

支援を行う兵庫県立工業技術センターでの管理部門を

担当しておりました。 

 県職では、県内産業の振興や内部管理・調整の勤務

が長く、防災関係の経験は多くありません。阪神・淡

路大震災時には、東京勤務であったため、震災の揺れ

を直接経験していないものの、３か月後、兵庫県に戻

り、５年間主に県内産業の復旧・復興事業に携わって

まいりました。 

 近年、自然災害が増加傾向にある中で、メンバー国

の防災能力の強化、人々が安全に暮らせる地域づくり

等に向けて、ADRCが実施する防災能力の向上をはかる事業の展開や多国間のネットワークづくり

は、今後、一層重要になってきています。そのような中、今回ADRCで勤務できる機会を得られた

ことを嬉しく思うとともに、自らの職責を果たしADRCに貢献していきたいと思っております。 

 国際防災分野での経験はなく、不慣れで、皆様に多々ご迷惑をおかけすることもあると思いま

すが、ADRCに与えられた役割が全うできますように、業務に取り組んでまいりますので、よろし

くお願いします。 
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